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（５）直線多段式ゲート 

工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
５
）
直
線
多
段
式
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

１．扉体 

 

 

 

 

Ａ 扉体幅（ａ） 
±５ 

(ａＬ、ａＲ) 上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 扉体高（ｂ） ±１０ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主桁の高さ
（ｃ） 

B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

各桁中央を鋼製巻尺で測定す
る。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 
端縦桁の高さ
（ｄ） 

B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

左右各上中下３箇所を鋼製巻
尺で測定する。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 

水密ｺﾞﾑ受座
面から主ﾛｰﾗ
踏面までの距
離（ｅ） 

±３ 
左右各上中下３箇所をレベル、金属製直尺で測定

する。 

Ａ 
対角長の差
（ｆ） 

１０ 
鋼製巻尺で測定する。 
（ｆ＝｜ｆ１－ｆ２｜） 

Ａ 
主ﾛｰﾗ支間長
（ｇ） 

±５ 
(ｇＬ、ｇＲ) 各ローラ間を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ中心間
距離（ｈ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗから扉
体下端までの
距離（ｉ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面の
偏差（ｊ） 

１ レベル、金属製直尺で測定する。 

Ｂ 
主ﾛｰﾗ踏面か
らｻｲﾄﾞﾛｰﾗの
距離（ｋ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
水密ｺﾞﾑ受座
距離（ℓ ） 

＋５、－３ 
(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 高さ３ｍごとに鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
吊り中心間隔
（ｍ） 

±５ 
(ｍＬ、ｍＲ) 鋼製巻尺で測定する。（上段扉） 

Ａ 主桁間隔（ｎ） ±５ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
ｻｲﾄﾞﾛｰﾗ間隔
（ｏ） 

±５ 
(ｏＬ、ｏＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
吊り中心とｽｷ
ﾝﾌﾟﾚｰﾄ間の距
離（ｐ） 

±３ 
鋼製巻尺、金属製直尺等で測定する。（上段扉） 
 

Ａ 
底部の曲がり
（ｑ） 

±３ 
レベル、金属製直尺等で測定する。 
（下段扉着地の場合） 

Ａ 
取水盤呑口形
状寸法（ｒ） ±３ 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
取水盤張出し
長さ（ｓ） ±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
スキンプレー
ト面（ｔ） 

３小型ゲート※ 
５中型ゲート 
７大型ゲート 

平面度 
ｆの対角基準点４点とその交点の
計５点をレベル、金属製直尺で測定
する。 

±３ 真直度 高さ２ｍごと幅方向に５箇所測定
する。 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

１． 扉体 

 

 

 

 

※ 小型ゲート：扉体面積10㎡未満 
中型ゲート：扉体面積10㎡以上50㎡未満 
大型ゲート：扉体面積50㎡以上 
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工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
５
）
直
線
多
段
式
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

２．整流板 
 
 

Ａ 
整 流 板 形 状
（ａ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 整流板幅（ｃ） 
±５ 

(ｃＬ、ｃＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

整流板中心か
らｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ中
心までの距離
（ｄ） 

±５ 
(ｄＬ、ｄＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
ｼ ｰ ﾌ ﾞの間隔
（ｅ） 

±５ 
(ｅＬ、ｅＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
連結ﾛｯﾄﾞの間
隔（ｆ） 

±３ 
(ｆＬ、ｆＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

３．戸当り 
Ａ 純径間（ａ） 

＋３、－５ 
(ａＬ、ａＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
ローラ踏面板
の厚さ（ｃ） 

＋５、－０ 高さ５ｍごとに金属製直尺等で計測する。 

Ｂ 戸溝の幅（ｅ） ±３ 
高さ５ｍごとに鋼製巻尺、金属製直尺等で測定

する。 

Ｂ 
主ローラ踏面
板と水密板と
の間隔（ｆ） 

±３ 高さ５ｍごとに金属製直尺等で測定する。 

Ｂ 
戸 当 り 高 さ
（ｈ） 

±１０ 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
戸当り桁高さ
（ｉ） 

B.H＜0.5      ±2 
0.5≦B.H＜1.0 ±3 
1.0≦B.H      ±4 

高さ５ｍごとに鋼製巻尺で

測定する。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ｂ 
底部戸当り表
面（ｊ） 

３ 真直度（ｊｓ） 
水平基準からの距離を金属

製直尺で測定する。 

１mm／ｍ 平面度（ｊｆ） 
長さ１ｍの金属製直尺で測

定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面板
（ｋ） 

２（４） 真直度（ｋｓ） 
水平基準からの距離を金属
製直尺で測定する。 
( )内は軽構造部 

２mm／ｍ 平面度（ｋｆ） 
長さ１ｍの金属製直尺で測

定する。 

Ａ 
側 部 水 密 面
（ℓ ） 

２ 真直度（ℓ ｓ） 
水平基準からの距離を金属

製直尺で測定する。 

２mm／ｍ 平面度（ℓ ｆ） 
長さ１ｍの金属製直尺で測

定する。 

Ｂ 
ｻｲﾄﾞﾛｰﾗ踏面板 
（ｍ） 

５ 真直度（ｍｓ） 
水平基準からの距離を金属

製直尺で測定する。 

2(3)mm／ｍ 平面度（ｍｆ） 
長さ１ｍの金属製直尺で測

定する。( )内は軽構造部 

４．スクリー
ン 

Ｂ 
ｽｸﾘｰﾝﾊﾟﾈﾙ枠寸
法（ａ） 

±１０ 鋼製巻尺で測定する。（縦、横） 

Ｂ 
ｽｸﾘｰﾝﾊﾞｰのﾋﾟｯ
ﾁ（ｂ） 

±２ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
通しﾎﾞﾙﾄのﾋﾟｯ
ﾁ（ｃ） 

±３ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
ｽｸﾘｰﾝ受桁の外
形寸法（ｄ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

２．整流板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．戸当り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．スクリーン 
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工  種 
分

類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
５
）
直
線
多
段
式
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

１． 扉体 

 
Ａ 扉体幅（ａ） 

±５ 

(ａＬ、ａＲ) 上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 扉体高（ｂ） ±１０ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

水密ゴム受座

面から主ロー

ラ踏面までの

距離（ｅ） 

±３ 左右各上中下３箇所を金属製直尺、下げ振り、ピ

アノ線等で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ支間長

（ｇ） 

±５ 
(ｇＬ、ｇＲ) 各ローラ間を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面の

偏差（ｊ） 
１ 金属製直尺、下げ振り、ピアノ線等で測定する。 

Ｂ 水密幅（ℓ ） 
＋５、－３ 
(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 高さ３ｍごとに鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
吊り中心間隔

（ｍ） 

±５ 
(ｍＬ、ｍＲ) 

鋼製巻尺で測定する。 
（上段扉） 

Ｂ 
サイドローラ

間隔（ｏ） 

±５ 
(ｏＬ、ｏＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

吊り中心とｽｷ

ﾝﾌﾟﾚｰﾄ間の距

離（ｐ） 

±３ 
金属製直尺、下げ振り、ピアノ線等で測定する。 
（上段扉） 

Ｂ 

吊り状態での

扉体の傾き

（ｕ） 

±５ 

トランシットを用いて左右岸のズレを測定する。 
（左右岸） 
注）斜樋方式は対象外。 

 

２．整流板 
Ａ 

整流板形状

（ａ） ±５ 鋼製巻尺で測定する。 

 

 

Ａ 

整流板傾斜角

または曲面形

状（ｂ） 
±３° 分度器、金属製直尺等または原寸形板、すきまゲ

ージ等で測定する。 

 

 
Ａ 整流板幅（ｃ） ±５ 

(ｃＬ、ｃＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

 

 

Ａ 

整流板中心か

らローラ中心

までの距離

（ｄ） 

±５ 
(ｄＬ、ｄＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

 

 
Ｂ 

シーブの間隔

（ｅ） 
±５ 

(ｅＬ、ｅＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

 

 

Ｂ 

整流板および

上段扉の各連

結の位置（ｆ） 

±３ 
(ｆＬ、ｆＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

 

 
Ｂ 

整流板と取水

盤の間隔（ｇ） ±１０ 鋼製巻尺で測定する。 

 

 
 

 
  

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

１．扉体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．整流板 
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工  種 
分

類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
５
）
直
線
多
段
式
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

３．戸当り 

 
Ａ 純径間（ａ） 

＋３、－５ 
(ａＬ、ａＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

主ローラ踏面

板中心間距離

（ｂ） 

±５ 
(ｂＬ、ｂＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

サイドローラ

レール間の距

離（ｄ） 

±５ 
(ｄＬ、ｄＲ) 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 戸溝の幅（ｅ） ±３ 鋼製巻尺、金属製直尺等で測定する。 

Ｂ 

主ローラレー

ル踏面板と水

密板との間隔

（ｆ） 

±３ 金属製直尺等で測定する。 

Ｂ 
戸 当 り 高 さ

（ｈ） 
±１０ 鋼製巻尺で測定する。 

    

Ｂ 
底部戸当り表

面（ｊ） 

３ 真直度(js) 
レベルで測定する。 

 

１mm／ｍ 平面度(jf) 
長さ１ｍの金属製直尺で測定す

る。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面板

（ｋ） 

２（４） 真直度(js) 
( )内は軽構造部 

下げ振りで測定する。 

２mm／ｍ 平面度(kf) 
長さ１ｍの金属製直尺で測定す

る。 

 

Ａ 
側 部 水 密 面

（ℓ ） 

２ 真直度(ℓ s) 
下げ振りで測定する。 
 

 
２mm／ｍ 平面度(ℓ f) 

長さ１ｍの金属製直尺で測定す

る。 
 

Ｂ 

サイドローラ

レ ー ル 踏 面

（ｍ） 

５ 真直度(ｍs) 
下げ振りで測定する。 
 

 

２（３）mm／ｍ 平面度(ｍf) 
( )内は軽構造部 
長さ１ｍの金属製直尺で測定す

る。 
４．スクリー

ン 
Ｂ 

各ｽｸﾘｰﾝﾊﾟﾈﾙの

配置（ｅ） 
±１０ 鋼製巻尺で測定する。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
ｽｸﾘｰﾝ受桁の配

置（ｆ） 
±５ 鋼製巻尺で測定する。 

 

 

 

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

３．戸当り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．スクリーン 
 

 



- 386 - 
 

 

工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
５
）
直
線
多
段
式
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

５．全体設備 

 
Ｂ 

据付基準線か

らローラレー

ル踏面までの

距離（ａ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

据付中心線か

らローラレー

ルまでの距離

（ｂ） 

±５ 

(ｂＬ、ｂＲ) 高さ５ｍごとに鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
底部戸当りの

標高（ｃ） 
±５ レベルで据付基準点から測定する。 

Ｂ 
扉体全伸長

（ｄ） 
±１０ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
開閉装置据付

標高（ｅ） 
±１０ レベルで据付基準点から測定する。 

Ｂ 

据付基準線か

ら開閉装置基

準線までの距

離（ｆ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

据付中心線か

ら開閉装置基

準線までの距

離（上段扉用）

（ｇ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

据付中心線か

ら開閉装置基

準線までの距

離（下段扉用）

（ｈ） 

±５ 鋼製巻尺で測定する。 

    

    

    

    

    

 

 

  

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

５．全体設備 

 

 

 

 
  


